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要旨:現代におけるファ ッションの多様化の中で、 戦 時中に着用されていたミリタリ

ーウェアは現在ミリタリールックというジャンノレ として世代・性別を超え幅広く定着、

認識されている。 ミリタリーウェアには衣服にとって重要な動作的機能が多く考慮、さ

れ、 その機能に込められたデザイン性も長年愛され続けていた理由のひとつと考えら
れる。 本研究では動作的機能性を持ったパターンの研究を目的にレディス ウェアを制

作した。 さらに身を隠すために開発されたミリタリーウェア特有の「カモフラージュ

柄jの存症から、 柄や色が視覚に対してどのような影響や効果を及ぼすか、 現代の女

性をターゲットに衣販効果の研究を行う。

1. はじめに

毎日繰り返される衣販の着脱行為や日常動作に

最も重要であるとされる衣服の動作的機能性は、

第ニ次世界大戦 をきっかけに戦闘服 ( ミリタリー

ウェア)に多く考慮されるようになった。 多くの

戦 闘服が存在する中で、 機能性とデザイン性の双

方を持ち合わせ、 改良を重ねながらも長年愛用さ

れ続けた 1936 年代のド イツの陸軍服で あ る

íM36Jは、 現代でも戦闘服の基となっている。

着脱のスピード や動き易さが問われる戦 時中でも

変わらず維持された「ウエストの絞り」は、 わず

かにバランスが変化するだけで着心地との関係性

は大きく比例すると考えられる。 初期に使用され
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ていたウエスト部分を絞るための紐 ( 通称:ド ロ

ーコード )の廃止以降も、 シルエットは維持され

デザインで表現され続けた。 つまり、 男性達の中

でも美しいシルエットとして考えられていたので

はないだろうか。

2.研究の目的

本研究では、 機能性とデザイン性の双方の魅力

が込められたM36のジャケットとオーバーコー

ト ( 以下コートと記す)の機能美を探り、 現代の

女性をターゲットとしてミリタリー調のオリジナ

ルレディスウェアを制作、 また実際の着装により

衣服の動作的機能を検証することを目的とする。

デザインシノレ エットを決めるにあたって女性にと

って「ウエストの絞り Jというキーワード は、 女

性らしいシルエットを導き出すために必要なワー



Fであると捉え、 それに加えて日常動作に影響を

及ぼしやすい袖の運動量を考慮、したパターン形状

の研究を行う。 また同時に、 当時身を隠すために

開発されたとされる「カモフラージュ柄」の存在

から、 柄や色が衣服にどのような影響や効果を及

ぼす可能性があるのか、 20 � 30 代の女性を対象に

アンケート調査を行い、 現代の女性が衣服に対し

てどのような意識を持っているか傾向を調べる。

3. íM36Jの機能美

まずíM36Jはなぜ人気だったのかだが、 第二

次世界大戦 の勃発をきっかけに、 戦 闘服のジャケ

ットとコートには運動面でも素材部でもさまざま

な機能性が考慮されるようになった。 時代が進む

につれ素材はウールから混紡に変化し作りも簡素

化していった中で、 衿と身頃の配色や細身のシル

エット、付属部分の機能性などでM36の魅力は長

年受け継がれてして。 時代は進み戦 争が一時的に

落ち着きを見せた頃には、 独自で身丈の調整を行

い、衿の色をM36の特徴でもあるダークグリーン

に付け替えるなどの改造を加え、 デザインをM36

に近づけていた。 このことからもドイツ軍はおし

ゃれに寛蓉で視覚からも衣服の存在を捉え楽しん

でいたことが伺える。 1)

4. 第1回目作品制作

第1回目作品制作ではM36に込められた機能

美を現代の日常着に落とし込む事を目的とし、 オ

リジナルのミリタリーウェアを提案し制作を行う。

アイテムは着心地やすさが求められる重衣料のコ

ートとする。 また、 対象とする袖の形状はセット

インスリーブを基本とする。 M36のジャケット、

コート双方の機能美の中からウエストの絞り ・深

いセンターベント ・ 大きいポケット口 ・ 内蔵サ ス

ベンダー・衿腰の高い衿を応用しデザインした。2)

4-1. 袖の運動機能性

戦 時中に時代の変遷に合わせて素材やデザイン

の改良が繰り返されていた中M36の袖の形状や

“2・

機能性は長年保持され続けた。 その形状は全体的

に太く前振りでひじ癖があり後ろ上腕部分にゆと

りが多く入れられている。 このことからは戦闘態

勢を取る際の前方向に対する腕にかかる負荷の軽

減が考慮されていたことが見受けられる。 今回、

制作するオリジナルのコートは現代に見合ったミ

リタリー調のレディスウェアとして提案を行うた

め、 女性特有のフォルムを意識し袖幅も細めのシ

ルエットを基本とする。よってM36に込められた

図4-1 袖パターン

腕の動作分量

及び機能性は

袖下にマチを

入れることで

確保する。 ま

た、 腕を挙げ

た際にマチが

見えることと

腕を下ろした

立位姿勢での

状態が一番締

麗な形に見え

ることを前提

とし、 袖の作

閣を行った。

図4にそれを表す。 袖の基本形状はセットインス

リーブを採用した。 立位姿勢の状態で身頃に対し

ての袖のおさまり及び正揺から見た時の袖ぐりの

カーブが良く見えるよう身頃側の袖ぐり形状は変

化させず、 袖の外袖から内袖にかけて脇下を包み

こむような形状のマチを外袖側に追加した。 さら

に腕を真上に挙げた時に身頃が拙によって引き上

がらないようにするため、 内袖底に必要な分量を

さらに追加し、合計llcm程度のマチ分量を入れ、

上下運動に対しての運動機能性を確保した。

次にM36で肩部分に階級を表すために取り外

し可能な肩章がジャケット、 コートの双方に装着



されていたことから、 肩章がデザインの基である

エポーレットスリーブを採用した。 袖山から衿ぐ

りに向かつてつく肩のパーツを前側は鎖骨に近い

位置から、 後ろ側は肩甲骨より上に収まるように

前後幅を狭く設定することで正面と後方それぞれ

から見たときに身頃とのハギ位置が肩傾斜に対し

て並行に見えるようにする これは縫い目をなる

べく肩傾斜に対して並行に近づけハギ位置を高く

することによって自然と目線がバストより上にい

くのではないかという肩の見え方を仮定しデザイ

ンの決定を行った。 また肩にかかる重さの軽減や

動き易さを求めたため肩パットは入れず、 当て割

布のみ使用する。

4-2. 着心地とパターンの関係性

制作した作品を標準体型の成人女性に着装し

てもらい着心地の検証を行った。 その官能評価に

よる着装結果からパターン形状の検討を行う。

まず、 見た目による立位姿勢での袖のおさまりの

美しさを重視していたことからマチのおさまり具

合を確認した。 内袖底に、 腕の上下運動に対して

必要な動作分量の追加をしたことで表にひずみが

生じることなく袖幅内にマチが収まっていると言

える。 袖の動作確認では、 マチにより腕の上下方

向における可動域に対応することができたと言え

るが、 マチを当て込む形状や分量、 角度によって

は斜めの動作に対して効果を発揮し難く、 マチの

挿入角度等に検討が必要であると判断した。 実際

の袖のひねり分量は 1.5 cmあり、肘癖も 2.5 cmつけ

ていたため上腕部分での運動量は比較的少ない。

脇線直上線に対する内袖中心線の傾斜角度は前に

向かつて約14度傾けた状態で、あった。この角度で

は美しく静止した状態で、の袖の形状を保つことは

可能である。 しかし、 袖の動作に必要な動作分量

を加えるにはどのような方法を用いてパターンで

展開するべきか、 またはどの程度可能かどうかを

今後の課題として捉える。
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次にデザインアレンジとして応用した内蔵サ

スベンダーでは、 前身頃のボタンつけ位置を外側

に移動させることで身幅にゆとりが追加された。

このことにより胸元で大きく衿は聞き、 さらに胸

あたりからネ居に向かつて Aラインのシノレ エットが

出来上がる。 この時、 後ろウエスト位置から胸あ

たりにむかつて上ナナメにシワが生まれるが、 長

めのセンターベントの開閉で調節が可能なため胴

回りの窮屈感は解消されたと言える。 ( 図4-2)胸

元で大きく衿が開くことで腕の付け根位置で前振

りに袖が回転するため、 腕の可動域が広がったよ

うな感覚を受けた。

図4-2 通常デザイン(左)アレンジデザイン(右)

5. 現代衣服に求められる機能性

現代の一般女性を対象にアンケート調査を行

った。 重衣料に対してどのような印象や意識を持

っているかという質問事項をはじめ、 購入に至る

までの経緯や普段の日常動作で感じる着心地の良

さ悪さ、 さらに柄や色に対する印象を調査する。

今回のアンケート調査では、 無料でアンケートの

作成及び SN Sなどを通して拡散・回収が簡単に行

えるアンケートサ イトfQUESTANT (クエスタン

ト)Jを利用した。 ( 図5・ 1)さらに、 このアンケ

ートから得た情報と 4章での着装結果から出た問

題点を基に、 重衣料アイテムにおける袖のパター



ン形状とその着心地との関係性を調べる。 袖の形 持ち手の大きさも関係してくるが袖の太さが太い

状はセットインスリーブを基本とし、 第l 回目制 分通し難く、 袖底が低い分肩にかけ難いことが考

作作品と同様に静止状態での美しい袖の形状を考 えられる。 よって、 袖は細く袖底を上げたバター

慮してパターンの検討を行う。 ン設定をする。 意見②では、 前方向に対する袖の

[?..今+⑬
アシク ト・-:><るう. ‘・.L�. I‘っ"ょう.

因子I アンケートサイトrQUESTANTJ

引用: [https://questant.jp/】

国》

普段自分が着用している重衣料に対し感じた

着心地に関する官能評価を基に不快と感じた状況

を質問事項に上げ、一般職に勤める 20 '"'"' 30 代の女

性が重衣料に対してどのようなことを感じている

か調査したところ図5-2 のようなアンケート結果

となった。 続いて次の質問事項では不快と感じる

状況を自発的に詳しく意見として回答してもらっ

たところ、 ①鞄の持ち手に腕を通して鞄を肩にか

ける動作②靴の着脱の際に前屈みになり腕を前方

に伸ばす動作③つり革を持つ動作④着脱行為とい

った 4つの行動に動作分量を必要とする状況に絞

ることができた。 これらの内容を基に改善方法を

検討する。

晴信号E上がると宮

偏向を情っとき

10鳴 20'% 30% 40% 50't. 

48.5% 

腕!I!<!'1Iきするとき _ 6.1% 

つり革を持っとき 30.3 % 

モ嶋 田園・ 15.2%

'貴闘音

図5・2 着心地に関するアンケート結果

5-1. 腕の動作に対する着心地と改善方法

意見①では、 鞄の持ち手に腕を通すところから

動き易さが問われるということが言える。 これは
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前振り分量及び袖ぐりの形状の検討、 前かがみに

なった状態での背幅の横方向に対するゆとり分量

の検討が必要であることが考えられる。 意見③で

は、 直上方向に腕を挙げた際身頃の肩部分はズ レ

上がり身頃の裾は袖によって号|っ張られる。 さら

に袖山の高いセットインスリーブの場合、 前肢点

から後肢点に向かつて外回り寸法が足らず横につ

っぱったような感覚を得やすい。 よって、 袖下に

マチによるゆとり分量を追加し腕の直上動作に対

する可動域の確保を行う。 その際、 腕を挙げてい

る状況を仮定し、 マチの形状及び当て込む方向を

考慮する必要がある。 意見④では、 細し、袖ほど動

きやすいと言えるがその反面、 袖に腕を通しにく

くなるため必要袖幅は最低 34cm とし、 着脱のし

やすさを促すために袖裏の滑りを利用する。 以上

の改善点及び方法を活かし第2 回目作品制作を行

っT亡。

5-2. 身頃に対する袖の傾斜

タ略.. 
内禍

図5・3 袖ノそターン

まずノ〈ストラ

インより1. 0cm

袖底を下げた身

頃の作図を行い、

袖ぐりの形状を

決める。 その袖

ぐりから通常の

2 枚袖のセット

インスリーブの

作図を行う。 こ

の時点で肘癖は

強くつけておく。

外袖は袖山の頂

点から左右半分



に分け、 内袖は袖底から左右半分に分けそれぞれ

の袖ぐりがつながるように繋げておく。 それを前

袖ぐりと後ろ袖ぐりのショルダ一ポイントを基点

に袖を身頃に付け、 前袖はバストラインに平行に

前肢点から 2.0cm、 後ろ袖はバストラインに平行

に後肢点から 2.5cm 離れたところまでそれぞれ回

転させ、 袖を付ける傾斜を決定し、 袖付け線の引

き直しを行う。 その後、 外袖と内袖をそれぞれも

との切り替え位置で分割する。 外袖は身頃の肩を

袖佃!lにつけ、 エポーレットスワープの形状にして

おく。 内袖はマチ分量を決めるため身頃の後ろパ

ネノレ ラインと脇線を基準にして身頃に当てはめる。

つまり内袖は身頃と一部繋がった状態の袖の形に

する。 外袖は表面から見える袖の形状を作り、 内

袖は機能性を重用視させた形状を作るということ

回5.4 身頃パターン

を試みた。 腕を

挙げた際の上下

運動だけでなく、

日常動作で必要

な腕の傾斜を考

慮するため、 外

袖と内袖をそれ

ぞれ別々に考え

たパターンを作

成した。( 図ふ 3)

前回と同様、 身

頃は 2面構成で

設計する。 前脇

下のダーツより

後ろに向かつてナナメに切り替え線を入れ、 大き

なマチ付け位置を設定した。 この時の切り替え線

の傾斜は正面から見たときにウエストが細く見え

るように考慮した位置で決定をする。 次に内袖の

当てはめ位置を決めるため、 身頃のF点( 後日夜点)

と内袖のF点を付け、脇線とマチの折れ線(F�B)

位置に対して最も着心地が良いとされる腕の角度

時5・

を検討した。 その結果、 内袖中心線が脇線直上線

に対して前方向に約20 度傾けた位置が身頃との

つながりも良く、マチ分量を決定することとした。

( 図5-4)

6. 身頃での着心地の確保

次に、 身頃で着心地を確保するためにはどのよ

うなデザインシルエットが必要かデザインと機能

性を検討した。まずM36のコートに設計されてい

た後ろ身頃の深めのベントの存在から、 ファ スナ

ー開閉できるプリーツのベントを提案した。 屑甲

骨下辺りまで開閉できるため好みの分量を身幅に

追加できる。 ( 図 6・1 後ろ)

図ふ1 デザイン前・後ろ

図6-2 取り外しが可能な衿

さらにアンケートで、も閉答の多かったf前屈み

になった擦に背中がつっぱる」という意見を参考

に身頃を袖の付け分量を検討した。 その結果、 身

頃と後ろ袖ぐりの一部を離すことで隙間ができ、

腕を前に伸ばした状態、でも袖の動きに身頃がくっ

ついてし、かずに背中身頃がつっぱるという不快な



感覚をなくすことができた。 この機能を背中に付

けたヨークの下で行うことで見た目からは隙間の

機能を隠すことができる。 また同時に、 背中に出

る横ジワの軽減も可能となった。 (図6・3)さらに、

運動機能だけでなく、 見た目から得る印象を考慮、

し、 顔周りをすっきり見せる効果を狙った。 前の

聞きをウェス、ト位置のみにボタンをつけることで

顎下のVゾーンを広く取った。 その他のデザイン

機能として、 衿付け線に付けたオープンファ スナ

ーで衿の取り外しが可能であり、 首回りをノーカ

ラーのデザインに変更することもできる。 (図6・2)

これは、 l着で 2度デザインを楽しめることによ

り、 柄ものに対しての飽きを軽減する効果がある

かどうかを検証するためである。

図6-3
腕を前にした際に背中のつっぱりシワが生じてない様子

第2回目の作品では、 第l回目の作品と比較す

るとマチの挿入角度を約 6度前方向に多く倒した

ことに比例して、 後ろ上腕部分でのゆとり分量が

多くなったことが目立つ。 さらに、 前袖ぐり部分

での柄との境目は袖ぐりの形状をはっきり見せて

しまうため、 袖付け位置及びカーブの形状を再度

検討する必要があると感じた。 また、 袖には肘癖

やひねりを強く入れたためその傾斜角度による自

重のシワが目立っていると感じ、 ある程度硬さの

ある素材を用いるなど、 形状に適した素材の選定

により美しいシルエットを作り出すことができる

と考えられる。

7. 柄と色の配置方法

身体の外側にあたる部分の後ろヨーク、 外袖、

- 6・

衿にはトーンの低い色を配置し、 身体の中心側に

は 4色で構成されたカモフラージュ柄を配置した。

さらに、 身体の最も中心部分にあたる後ろのプリ

ーツベントには身頃の中心部分に使用したカモフ

ラージュ柄の中から一番トーンの高い色を選出し、

その色の無地生地を採用した。 これはファ スナー

を開閉してプリーツが見えた際に身体の中心部分

が一番目立つようにするためである。 外側に向か

つて色のトーンを低く、 内側に向かつて色のトー

ンを高く配置することで他者からの目線に移動が

生じるか、 さらに着やせ効果があるかどうかを探

るために行った。 (図 7-1)

図7一l 後ろファスナー開閉(左)前デザイン(右)

8. まとめ

本研究では、 ミリタリーウェアの存在をきっか

けに衣服に込められた動作的機能性をパターン形

状の検討を通して探ることを目的として研究を行

ったものである。 時代の変遷によって起こるさま

ざまな変化や継続性は各時代の特徴を表す良い材

料となる。 戦 時中、 本来は身を隠すために開発さ

れたカモフラージュ柄は今現在では世代や性別に

関係なく日常に浸透している柄となり、 用途も目

的も変化してきた。 M36の存在をきっかけに運動

機能性を考慮した実物制作を行ったが、 それぞれ



第 1回目、 2回目と作品制作を通して運動機能性

を平面パターンに入れ込むためには目的をはっき

り決めておくことが重要であると感じた。 実際に

求めている機能性に対して、 どこまでデザインを

寄り添わせることが可能なのか、 まずは着 装 目的

に対する衣服の成り立ちを考えた上で、形状の決定

が必要であり、 そこでデザインと機能性は結びつ

くことができると言える。 さらに、 現代に見合っ

た着心地の良さを取り入れるには、 現代に住む私

達の動作調査が常に必要である。 パターン操作に

よる機能の追加だけでなく、 その機能や自的に合

わせて素材の選定や縫製方法なども重要な役割を

持つ。

9. 今後の課題

現在私達がなにげなく日常的に着用している衣

服には柄や色が多様に配置されているが、 それら

は私達の視覚にどのような影響をもたらしている

のだろうか。 現代のファッションは流行や季節に

よって色味もその配置方法も変化しやすく、 また

異なる素材感を組み合わせることでも視覚に変化

をもたらしていると考えられる。 今後の研究では

今回制作した作品に使用した柄と色の配置方法を

念頭に、 実際の着 装 による着心地や必要動作分量

について消費者の意見調査行う。 それらの調査デ

ータを参考に、 視覚に関する効果の要素を取りい

れた着心地の良い衣服のパターンの研究を行う。
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